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【緒言】ガラス材料は，化学的耐性，加工性，および光学的品質に優れる

のみならず，製造コストの低廉さゆえに，幅広い分野で多用されている．

さらには，性能・用途についての多種多様に応えるための，新たな機能性

ガラスの開発が進められている．熱蛍光ガラスもその一つである．我々は

放射線測定素子への応用を企図し，Tb3+を添加した CaO–Al2O3–B2O3系ガ

ラスに X 線を照射して，その熱蛍光特性を調べ，その結果を報告した【1】．

本研究では，対象を重粒子線とし，照射後の熱蛍光特性を探究した． 

【実験方法】出発原料としての CaCO3(4N)，Al2O3(4N)，H3BO3(4N)，お

よび Tb4O7(4N)の粉末を，量論比で（Ca に対する Tb 濃度を 0，1，3，

および 5 mol%として）混合後，アルミナ坩堝に充填し，電気炉内（1100

ºC）で加熱・溶融後，ステンレス板に流し込み，急冷した．こうして得

られたCaO–Al2O3–B2O3系ガラスの重粒子線照射時における熱蛍光特性

を測定した． 

【結果・考察】図 1に，励起スペクトル（蛍光波長：547 nm）および蛍

光スペクトル（励起波長：241 nm）を示す．励起ピークは 245 nm，蛍光

ピークは 495 nm，545 nm，および 590 nmに確認された．これらの蛍光

ピークは Tb3+の 5D4→7F6，5D4→7F5，および 5D4→7F4遷移に帰属される． 

図 2に，He または C イオン照射後の熱蛍光グローカーブを示す．約

380 Kにピークが見られた．これは，X 線照射後の熱蛍光グローカーブ

のピークと一致した． 

図 3に，Heまたは Cイオン照射後の約 380 Kにおける熱蛍光スペク

トルを示す．これは，X線照射後の熱蛍光スペクトルと一致した． 

【結言】Tb3+ドープ CaO–Al2O3–B2O3ガラスは，重粒子線に対しても，X線に対するものと同様の

熱蛍光特性を有することが分かった． 
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図 1. Tb 5 mol%添加

ガラスの励起およ

び蛍光スペクトル． 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

200 300 400 500 600 700

In
te

n
si

ty
 [

a.
u

.]

Wavelength [nm]

Tb 5 mol% EX

Tb 5 mol% EM

 

図 2. Tb 5 mol%添加ガ

ラスの重粒子線（He

または C）照射後の熱

蛍光グローカーブ． 
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図 3. Tb 5 mol%添加ガ

ラスの重粒子線（He

または C）照射後の約

380 Kにおける熱蛍光

スペクトル． 

-50

0

50

100

150

200

250

300

400 450 500 550 600 650 700

TL
 in

te
n

si
ty

 [
-]

Wavelength [nm]

He

C

第79回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2018 名古屋国際会議場 (愛知県名古屋市))20p-PB5-17 

© 2018年 応用物理学会 02-054 2


